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Ⅰ 研究主題設定の理由 

現代の社会は，常に変化し続けている。これからの社会を担う児童には，これまでに身に付けた

知識・技能を活用しながら主体的に課題に関わり，他者と協働的に課題解決に向かう資質・能力が

求められている。これからの社会に求められている資質・能力の育成に向けた教育課程の在り方が，

平成28年12月に中央教育審議会答申として発表された。その中で，これからの社会を担う児童に，

学ぶことと社会とのつながりを意識させ，学習したことを活用して，生活や社会の中で出会う課題

の解決に主体的に生かしていける学力を身に付けさせることの重要性が述べられている。国語科は，

現行の学習指導要領においても，実生活に生きて働き，各教科の学習の基本ともなる国語の能力を

身に付けることを重視してきた。 

しかし，平成19年度から実施されてきた全国学力・学習状況調査の小学校国語科においては，知

識・技能等を実生活の様々な場面に活用したり，様々な課題解決のために構想を立てて実践し評価・

改善したりする力などを問う問題（「活用」に関する問題）に継続して課題があることが指摘されて

いる。本県独自に実施されている鹿児島学習定着度調査においても同様の課題が指摘されており，

特に，「読むこと」の「要旨を捉え，効果的に説明すること」や「目的に応じて内容や要旨を捉える

こと」などの読む能力を活用する問題に継続して課題があることが指摘されている。 

 また，平成28年度の全国学力・学習状況調査の児童質問紙による本県の調査結果において，「１日

当たりどれくらいの時間，読書をしますか。」の問いに，１時間以上という回答は２割未満であり，

「新聞を読んでいますか。」の問いに対しては約８割がほとんど読まないと回答し，児童の実生活に

おいて読む機会が少ないことを物語っている。さらに，「国語の授業で学習したことは，将来，社会

に出たときに役に立つと思いますか。」，「国語の勉強は大切だと思いますか。」という問いに対して

それぞれ約９割の児童が肯定的に回答しているのに対し，「国語の授業で，目的に応じて読み，自分

の考えを話したり書いたりしていますか。」の問いに対する肯定的な回答は約６割にとどまり，「読

むこと」の学習内容が学習場面で十分に活用できていない状況もうかがえる。本調査結果から，児

童は国語科の学習の価値や意義を漠然と意識しながらも，具体的には学習したことが，実生活の中

でどのように生かせるかを十分に認識できていないことが分かる。特に，「読むこと」の学習には，

授業で学んだことを実生活で生かす機会も十分ではなく，いかに学習したことの価値や意義を実感

させるかが重要な課題でないかと考えられる。 

このような課題の要因としては，国語科の学習が，児童に実生活の言語活動と関連付けて学習成

果を実感させられなかったことが考えられる。特に，これまでの「読むこと」の授業では，教科書

教材の内容理解に指導と評価の重点が置かれることが多く，教科書教材の内容理解だけで学習が完

結してしまい，単元を通してどのようなことを学び，それが実生活のどのような場面で活用できる

かを児童に自覚させることが十分でなかったのではないかと考えられる。  

そこで，本研究では，児童自らが国語科の「読むこと」の学習の過程において身に付けた「読む

力」を実生活の言語活動で発揮し，自己の「読む力」の高まりを実感することができるような単元

構想や，自己の「読む力」の高まりを客観的に振り返ることができる評価の工夫を明らかにしたい

と考え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

 １ 研究のねらい 

(1) 「読むこと」の領域における学習の価値や意義について，児童の「読む力」や「読む力」の

活用の状況についての実態調査を実施し，指導上の課題について明らかにする。 
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(2) 学習指導要領や先行研究等を基に，「読む力」の高まりを実感できる単元構想や「読む力」の

「判断基準」*
1
)を基にした「言語活動のルーブリック*

2
)」について明らかにする。 

(3) 指導上の課題を解決するための検証授業を実施する。 

(4) 検証授業の分析を通して，研究の成果と課題について明らかにする。 

 

 ２ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

 ３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 研究主題に関わる実態調査の分析，考察 

(1) 実態調査の結果について 

第５学年を対象とした鹿児島学習

定着度調査の本校国語科の領域別平

均通過率を見ると，平成26年度，平

成27年度とも「読むこと」の領域の

平均通過率が他領域に比べて低く，

課題がうかがえる（図１）。また，平

成27年度の「読むこと」の問題別の

平均通過率を「基礎・基本」に関す

る問題と知識・技能等を実生活の

様々な場面に活用して課題解決をす

る「思考・表現」に関する問題にお

いて本県の結果と比較すると，「基

礎・基本」に関する問題の平均通過

                             
*1)「判断基準」→ 児童生徒の思考や判断の結果が表現される「説明」や「論述」等において，目標の達成状況を判 

断する具体的な尺度のこと。（鹿児島県総合教育センター研究紀要第119号より） 

*2)ルーブリック→ 学習者のパフォーマンスの成功の度合いを示す尺度と，パフォーマンスの特徴を説明する記述語 

で構成される評価基準の記述形式。（中央教育審議会答申 補足資料＜平成28年12月21日＞を基に 

作成） 

 

図１ 調査結果における領域別平均通過率（平成 26・27 年度） 
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○ 「読む力」の高まりを実感するための単元構成について 

の基礎研究 

○ 「読むこと」の学習の価値や意義について，児童の「読 

む力」や「読む力」の活用の状況についての実態調査と分 

析及び課題把握 

○ 単元構想を具現化するための授業モデルの構築 

○ 「判断基準」及び「判断基準」を基にした「言語活動の 

ルーブリック」の設定 

検
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実
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と
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研
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主
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「読むこと」の指導で，「判断基準」を基にした「言語活動のルーブリック」を設定し，学

習過程の中や実生活でそれを活用し，児童の課題解決の見通しをもたせたり課題解決の過程を

振り返らせたりすれば，児童は自らの「読む力」を自覚し，「読む力」の高まりを実感するの

ではないだろうか。 
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国語科「読むこと」の問題別平均通過率

（本県の平均通過率を100としたとき）

鹿児島県 本校

率は本県の結果を上回っている。しかし，「思考・表現」に関する問題については，本県の結果

を下回った。特に，「自分の考えを明確にしながら読む」問題については，鹿児島県を100とし

たときの本校の平均通過率は58となり，大きく下回る結果であった（図２）。 

次に，国語科学習に関する児童の

意識調査（第４学年児童107人，平成

28年６月実施）をしたところ，「国語

科の授業で学習したことは社会に出

たときに役に立つと思うか。」の問い

に対して，「そう思う」，「どちらかと

言えばそう思う」と肯定的に回答し

た児童の合計は78.1％であった。一

方，「国語科の授業で学習したことを

他教科や学校生活に生かしている

か。」の問いに対して肯定的な回答を

した児童の合計は23.9％であった。

多くの児童が国語科の授業で学習し

たことを他教科等や学校生活に生か

していると実感できていない現状が

うかがえる（図３）。 

(2) 考察 

児童の多くが「国語科の授業で学

習したことは社会に出たときに役に

立つ」と回答しているにもかかわら

ず，「国語科の授業で学習したことを

他教科や学校生活に生かしている」

という回答は少ない。図３から，児

童は，国語科の学習の価値や意義に

ついて漠然と意識しながらも，実生

活において，具体的にどのように活

用できるかについては十分に認識で

きていないという状況が見られる。  

また，鹿児島学習定着度調査の結

果から，特に「読むこと」の学習内

容を実生活の様々な場面で活用する

問題に課題が見られた。 

このことから，児童は，国語科の

「読むこと」で学習したことを実生

活の課題解決の場で具体的にどのように活用できるのかを十分に認識できていないと考えられ

る。そこで，「読むこと」の学習で身に付けた力を発揮して実生活における言語活動を実現させ，

「読むこと」の学習の価値や意義を児童自らが実感できるような単元学習を実現していく必要

があると考えられる。 
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そう思う どちらかと言えば,そう思う

どちらかと言えば,そう思わない そう思わない

7.6％ 

図３ 研究主題に関わる意識調査の結果 

9.6％ 14.3％ 69.4％ 

6.7％ 

46.7％ 31.4％ 14.3％ 

国語科の授業で学習したことを他教科や学校生活に生かしているか。 

23.9％ 

図２ 調査結果における問題別平均通過率 

国語科の授業で学習したことは社会に出たときに役に立つと思うか。 

78.1％ 

基

礎

・

基

本 

思

考 

・

表

現 

平成27年度鹿児島学習定着度調査 

国語科「読むこと」の問題別平均通過率 

（本県の平均通過率を100としたとき） 
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 ２ 研究主題についての基本的な考え方 

  (1) 「読む力」とは 

本研究において「読む力」とは，国語科の「読むこと」の領域の学習で身に付けるべき力と

する。具体的には，学習指導要領に示された「読むこと」の指導事項である「音読に関する指

導事項」，「効果的な読み方に関する指導事項」，「説明的な文章の解釈に関する指導事項」，「文

学的な文章の解釈に関する指導事項」，「自分の考えの形成及び交流に関する指導事項」，「目的

に応じた読書に関する指導事項」において身に付けるべき「読むこと」の能力や態度と捉える。 

  (2) 「児童自らが『読む力』の高まりを実感する」とは   

平成28年12月に出された中央教育審議会答申では，国語科の課題として「全国学力・学習状

況調査において，各教科等の指導のねらいを明確にした上で言語活動を適切に位置付けた学校

の割合は，小学校，中学校ともに90％程度となっており，言語活動の充実を踏まえた授業改善

が図られている。しかし，依然として教材への依存度が高いとの指摘もあり，更なる授業改善

が求められる。」という記述がある。これは，教科書教材中心に行われる授業の課題について指

摘したものと考えられる。 

「読むこと」の授業で，この課題を考

えると，物語文や説明文の内容理解を中

心にした学習が考えられる。このような

学習を，第４学年の教材「ごんぎつね」

の学習を例に挙げると，場面ごとの出来

事を手掛かりに，ごんや兵十の人柄や心

情を読み取ったり，「ごんぎつね」につい

ての自分なりの感想をまとめたりする学

習が中心の単元になる。このような単元

の学習では，児童の課題意識は「ごんぎ

つね」をどのように解釈するかというと

ころにあり，文学作品をどのように読む

かというところにはないため，「ごんぎつ

ね」で学習した読み方を他の文学作品で

生かすことが難しいと考えられる。 

そこで，「ごんぎつね」の読みを通して

学習したことを他の文学作品の読みでも

生かせるような単元の工夫を通して，自

己の「読む力」の高まりを実感させたい

と考えた。例えば，単元に「作品の感動

したところを紹介する」という言語活動

を位置付け，この言語活動を実現するた

めの課題を「ごんぎつね」の読みを通して学習する。そして，「ごんぎつね」で学習した読み方

を生かして，紹介したい文学作品を選んで紹介するという言語活動を設定し，単元を構成する。 

児童は，紹介したい文学作品を選んで感動したところを紹介するという言語活動の実現を通

して，「読むこと」の学習の価値や意義を自覚することができ，自己の「読む力」の高まりを実

感することが可能になると考える。 

したがって，「児童自らが『読む力』の高まりを実感する」とは，児童が「読むこと」の学習

において自己の高まりや学習の価値や意義を自覚することと捉えた（図４）。 

図４ 課題意識の違いによる児童の課題解決の姿 
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図６ 「判断基準」（第４学年 読むこと「一つの花」） 

３ 「判断基準」を基にした「言語活動のルーブリック」の設定 

児童自らが「読む力」の高まりを実感できるようにするためには，言語活動の実現を通して「自

分は何が分かり，何ができるようになったのか。」，「何ができて，何ができないのか。」，「何がで

きるようにならなければならないか。」を自覚できるようにすることが必要である。言語活動の実

現を通して，このような児童の姿を実現させるために，「判断基準」を基にした「言語活動のルー

ブリック」を設定し，活用することを提案する。 

(1) 「読む力」を発揮するパフォーマンス 

これまでも，指導事項との関連を考慮

した言語活動を単元に位置付けた授業実

践は行われてきた。本研究では，単元に

設定した言語活動の実現を通して，児童

に自らの「読む力」を実感させたり，学

習の価値付けをさせたりしたいという考

えから，単元に設定する言語活動を児童

の実生活とのつながりをより意識したも

のにしたいと考えた。 

例えば，「自分で選んだ文学作品の感動

を紹介する。」，「複数の作品から共通の

テーマについて話し合う。」，「調べたこと

を要約して報告する。」など，児童が実生

活でも経験することが想定される目的意

識や相手意識を明確にした言語活動を

「読むこと」の単元に設定し，身に付け

させたい「読む力」を発揮しながら，言

語活動を実現する場を意図的に単元に位

置付けるようにした。このような言語活

動の実現を本研究において，パフォーマ

ンス*
3
)と捉えることにした（図５）。 

(2) 「判断基準」の設定 

教師は，児童のパフォーマンスからど   

のような「読む力」が身に付いたかを的

確に見取り，その評価によって，補充指

導や深化指導を具体化し，指導と評価の

一体化を図る必要がある。そのために，

「読む能力」の評価規準を基に，児童の

思考や判断の結果が表現される紹介文や

報告文等を通して，目標への達成の度合

いを判断する具体的な基準を設定する必

要がある。 

そこで，児童のパフォーマンスを客観

                             
*３）パフォーマンス→   知識やスキルを駆使（活用・応用・統合）し，論説文やレポート，展示物といった完成作品（プ

ロダクト）や，スピーチやプレゼンテーション，協同での問題解決，実験の実施といった実演で

示したもの。（中央教育審議会答申 補足資料＜平成28年12月21日＞を基に作成） 

 

図５ 「読む力」を発揮するパフォーマンスのイメージ 

 

「読む力」を発揮

調べたことを
要約して発表す
るにはどうすれ
ばいいのかな。

課題 言語活動の実現

「読むこと」の指導事項
○ 説明的な文章の解釈
○ 自分の考えの形成

・文章の引用や要約

自己の「読む力」の
高まりを実感する

振り返り

見通し
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図７ 「判断基準」を基にした「言語活動のルーブリック」の設定 

的に評価する尺度として，鹿児島県総合教育センターが提唱する「判断基準」を活用した。目

標の達成の度合いを判断する目安として設定する「判断の要素」は，言語活動を実現するため

に発揮されるべき「読む力」の定着状況を判断する要素であり，「判断基準」は，それを具体化

した尺度である。「判断基準」は，児童の言語活動（「紹介文」や「報告文」などの表現）から

「読む力」についての児童の学習状況を客観的に評価する尺度である。 

第４学年の「読むこと」の単元「場面の様子に着目し，しょうかいしよう」（教材「一つの花」）

の「判断の要素」及び「判断基準」の具体について，図６に示す。 

(3) 「言語活動のルーブリック」の設定 

児童がパフォーマンスを通して自己の「読む力」を自覚するためには，言語活動を実現して

いく過程の中で，その実現の状況を客観的に自覚できるような評価の基準が必要である。 

そこで，児童がパフォーマンスに向かう課題解決の過程に沿って，実現していく姿を尺度化

した「言語活動のルーブリック」を設定し，活用した。例えば，図６で示した単元に，「物語の

感動したところを紹介する」という言語活動を位置付ける場合，登場人物や時，場所等の物語

の基本的な構成要素をおさえた上で，第二次で，言語活動の実現のための課題を教科書教材の

読みを通して解決していく。この場合，「場面の移り変わりによる登場人物の心情の理解」，「登

場人物やエピソードに対する自己の考えの形成」，「物語の象徴的な言葉に対する自己の考えの

形成」という課題を解決していく。教師は，これらの課題解決の姿を判断基準Ｂ（おおむね満

足できる状況）として設定し，実現したい児童の学習の姿を想定しながら指導と評価の一体化

を図っていく。「言語活動のルーブリック」は，第二次での課題解決の姿を言語活動の実現の過

程に沿って尺度化したものである（図７）。 

「言語活動のルーブリック」により，児童は自らの学習状況を自覚しながら，言語活動を実

現することが可能になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パフォーマンス 

ア 登場人物の行動や心

情などを場面と場面を

比べて考えることで自

分なりの感想の根拠を

挙げている。 

イ 登場人物の行動や心

情についての自分なり

の感じ方を表現してい

る。 

ウ 根拠となる叙述を引

用しながら説明してい

る。 

【ステップ１】 

物語の中での場面の変化や出来

事の変化が分かる。 

【ステップ２】 

登場人物の行動の変化について

理解できる。 

【ステップ３】 

登場人物の心情の変化を，行動

の変化を基に考えることができ

る。 

【ステップ４】 

物語の中の特別な言葉（繰り返

し使われる言葉や題名に含まれる

言葉）にどんな意味が込められて

いるかを考え，引用できる。 

場面の移り変わ

りによる登場人物

の心情の理解 

登場人物やエピ

ソードに対する自

己の考えの形成 

物語の象徴的な

言葉に対する自己

の考えの形成 

《単元の第二次で 

  解決すべき課題》 

 

《「判断基準」を基にした 

「言語活動のルーブリック」》 
 

《判断基準Ｂ》 
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(4) 「言語活動のルーブリック」の活用についての具体的な手立て 

単元の第二次で課題解決したことを，第三次での言語活動の実現につなげるための手立てと

して，「言語活動のルーブリック」を反映させた「ガイドシート」を作成した。 

児童は，「ガイドシート」の活用により，単元の第二次までの学習過程を振り返りながら，第

三次における言語活動の実現の見通しをもったり，言語活動の実現の過程を振り返ったりする

ことができるようになり，身に付けた自己の「読む力」を自覚できると考えた。 

図７の「言語活動のルーブリック」を反映させた「ガイドシート」を図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 「言語活動のルーブリック」を反映した「ガイドシート」 

 それぞれ

のステップ

で予想され

る児童の表

現の例を第

二次の学習

を基に示し

した。 

【ステップ３】 

登場人物の心

情の変化を，行

動の変化を基に

考えることがで

きる。 

【ステップ１】 

物語の中での

場面の変化や出

来事の変化が分

かる。 

 

【ステップ４】 

物語の中の特

別な言葉（繰り

返し使われる言

葉や題名に含ま

れる言葉）にど

んな意味が込め

られているかを

考え，引用でき

る。 

【「言語活動の 

ルーブリック」】 

「言語活

動のルーブ

リック」に

基づき，言

語活動の実

現に向かう

具体的な学

習の姿で表

現した。 

【ステップ２】 

登場人物の行

動の変化につい

て理解できる。 

判断基準

Ｂの予想さ

れる児童の

表現の例を

第二次での

学習を基に

示した。 

下線は， 

ステップ１

～４の下線

とそれぞれ

対応してい

る。 
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次  主な学習活動 

第
一
次 

 

 

 

 

 

・学習課題の設定 

第
二
次 

 

 

 

 

 

第
三
次 

 

実
生
活 

 

 

「
読
む
力
」
を
習
得
す
る 

 
 
 
 
 
 

「
読
む
力
」
の
高
ま
り
を
実
感
す
る 

図９ 児童自らが「読む力」の高まりを実感するための単元構想図 

 ４ 「読む力」の高まりを実感できる単元構想 

 先述のとおり，言語活動の実現を通して，自己の「読む力」の高まりを実感させたいと考えた。

「言語活動のルーブリック」を活用した言語活動の見通しや振り返りにより，自己の「読む力」

の高まりを自覚させたいと考え，次のように単元を構想した（図９）。 

 

 

第一次では，単元を通して児童に身に付けさせたい「読む力」を明確にして，実生活における

言語活動とのつながりを意識したパフォーマンス課題を提示する。そして，言語活動の実現に向

けて解決すべき課題を学習課題として設定する。第二次では，教科書教材の読みを通して，学習

課題を解決していく。第三次は，「パフォーマンスⅠ」として，第二次で課題解決したことを活用

して言語活動の実現を図る場を設定する。この際に児童は「言語活動のルーブリック」を活用し，

第二次での学習を想起しながら言語活動の実現の見通しをもったり，実現した言語活動を振り

返ったりする。さらに，実生活において，単元の学習成果を活用できる場として「パフォーマン

スⅡ」を設定する。「パフォーマンスⅡ」においても，「言語活動のルーブリック」の活用を助言

し，言語活動の実現を図るようにする。 

児童自らが，国語科の学習を価値付けできるようにするためには，国語科で学習したことが実

生活で生かせるような言語活動を実現させることが重要である。そこで，国語科の単元学習で実

単元の目標 

「読む力」 
「読むこと」の指導事項 

 

「判断基準」 

 

 

 

児童が第三次の「パフォーマ

ンスⅠ」や実生活における「パ

フォーマンスⅡ」の場で言語活

動の実現の見通しをもったり，

実現した言語活動を振り返った

りする。 

児童には「言語活動のルーブ

リック」を反映させた「ガイド

シート」を活用させる。 

「言語活動のルーブ

リック」 

「パフォーマンスⅠ」 

「パフォーマンスⅡ」 

パフォーマンス課題の

把握 

教科書教材を通した 

学習課題の解決 

振り返り 

振り返り 

見通し 

第二次

での課題

解決の姿

を言語活

動の実現

の過程に

沿って尺

度化 

見通し 
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表１ 第４学年国語科「読むこと」学習計画一覧 

現する言語活動と実生活での言語活動につながりをもたせる単元構想を工夫したいと考えた。単

元の第三次での言語活動と同様な言語活動が活用できる他教科等の学習活動や読書活動を洗い出

し，単元とのつながりをもたせた言語活動の実現の場を「パフォーマンスⅡ」として位置付けた。 

国語科の単元で学習したことが，実生活で活用できることを実感させ，児童に自己の「読む力」

の高まりを実感させたいと考えた。そこで，第４学年国語科の「読むこと」において，単元での

学習内容と実生活での言語活動との関連をもたせたパフォーマンスの設定について，表１のよう

に整理した。 

 

月 単元名 教材名 

パフォーマンスの例 

第三次における 

「パフォーマンスⅠ」 

実生活における 

「パフォーマンスⅡ」 

４ 登場人物の人が

らをとらえ，話し

合おう 

白いぼうし 関連図書を読み，登

場人物の人柄を捉えて

登場人物を紹介する。 

 

５ きょうみをもっ

たところを発表し

よう 

大きな力を出

す         

動いて，考え

て，また動く  

初めて知ったことや

興味をもったことを友

達と交流する。 

 

６ 場面の様子に着

目して読み，しょ

うかいしよう 

一つの花 物語の登場人物の心

情の変化や出来事の変

化から感動したところ

を紹介する。 

＜紹介文＞ 

・ 「私の宝本」を紹介しよ

う（読書活動）＜紹介文＞ 

検証授業Ⅰで実施 

10 読んで考えたこ

とを話し合おう 

ごんぎつね 「自分なりの読み」

について「読書座談会」

で交流する。 

＜スピーチ＞ 

・ 校内読書祭りに向けて準

備をしよう。（読書活動） 

＜スピーチ＞ 

11 段落どうしの関

係をとらえ，説明

のしかたについて

考えよう 

アップとルー

ズで伝える  

図や写真等を効果的

に活用しながら，自分

たちのクラブ活動をよ

さを紹介する。 

＜パンフレット＞ 

・ 「クラブ活動リーフレッ

ト」を作ろう（国語科） 

＜リーフレット＞ 

・ 「みんなで支え合う ぼ

くたち・わたしたちの西出 

水」（総合的な学習の時間）     

＜パンフレット＞ 

12 心に残ったこと

を感想文に書こう 

プラタナスの

木 

関連図書を読み，自

分の体験と比べたり関

連付けたりして感想を

まとめる。 

＜読書感想文＞ 

・ 冬休みに向けて読書感想

文にチャレンジしよう（学

級活動） 

＜読書感想文＞ 

１ きょうみをもっ

たところを中心に

しょうかいしよう 

ウナギのなぞ

を追って 

最も興味をもったと

ころや感心したところ

を要約して紹介する。 

＜要約文，レポート＞ 

・ 目的に沿って興味をもっ

たところを要約して伝える

（社会科，理科，総合的な

学習の時間） 

＜要約文，レポート＞ 

検証授業Ⅱで実施（社会科） 

２ 読んで感じたこ

とが伝わるように

音読しよう 

初雪のふる日 音読発表会をする。  
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５ 検証授業Ⅰの実施と考察 

  (1) 検証授業Ⅰの概要 

 

 

 

 

 

  (2) 検証授業Ⅰのねらい 

 

 

 

(3) 検証授業Ⅰの単元構想 

ア 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 評価規準の設定 

     「読むこと」の指導事項と「物語の感動したところを紹介する」言語活動を関連付けて評

価規準を設定する。 

 

 

 

 

   ウ 「判断の要素」，「判断基準」の設定 

     評価規準に基づき，児童の紹介文を評価する際の言語表現の要素である「判断の要素」を 

設定する。 

 

 

 

 

 

     「判断の要素」を基に，「おおむね満足できる状況（Ｂ状況）」を判断基準Ｂとして示す。 

     

       

 

 

 

 

 

「判断の要素」 

ア 場面と場面を関連付けて考えた登場人物の行動や心情  

イ 自分の考え 

ウ 叙述の引用 

単元名（教材名）場面の様子に着目して読み，しょうかいしよう 

（「一つの花」国語４年上） 

実施学年    出水市立西出水小学校 第４学年 １組37人 ２組36人 ３組36人 

実施時期    平成 28年６月 17日～24 日  

「パフォーマンスⅡ」（読書活動）は 10月下旬～11 月上旬に実施 

(ｱ) 本の紹介カードを書くために教材文や紹介する本を読んだり，学習の見通しを立て 

たり振り返ったりすることで，今後の言語生活に生かそうとしている。 

                      【国語に対する関心・意欲・態度】 

(ｲ)  場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の気持ちの変化，情景などについて， 

叙述を基に想像して読むことができる。                 【読むこと(1)ウ】 

(ｳ)  紹介する理由を説明するために，ふさわしいところを引用できる。【読むこと(1)エ】 

(ｴ)  指示語や接続語が文と文の意味のつながりに果たす役割を理解し，使うことができ 

る。                                    【言語についての知識・理解・技能】 

判断基準Ｂ 

ア 登場人物の行動や言葉などを場面と場面を比べて考えることで自分なりの感想の根 

拠を挙げている。 

イ 登場人物の行動や心情についての自分なりの感じ方を表現している。 

ウ 根拠となる叙述を引用しながら説明している。 

児童自らが「読む力」の高まりを実感できるように，言語活動の実現の見通しをもたせた

り，振り返りをさせたりする際の「判断基準」を基にした「言語活動のルーブリック」の有

効性について検証する。 

評価規準 

場面の移り変わりから登場人物の心情の変化や情景を捉え，本文中の叙述を効果的に引

用しながら感動の中心を紹介している。 
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す
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「
読
む
力
」
の
高
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を
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す
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エ 「言語活動のルーブリック」を活用した単元構想 

     本単元「場面の様子に着目して読み，しょうかいしよう」の「言語活動のルーブリック」

を活用した単元を次のように構想した（図10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 

 

主な学習活動 「読む力」/「判断基準」/「言語活動のルーブリック」 

第 

一 

次 

○ 教師のブックトークを聞く。 

○ パフォーマンス課題を知る。 

○ 言語活動の実現に向けての学習 

課題を話し合う。 

○ 学習計画を立てる。 

 

第 

二 

次 

○ 教科書教材を通して学習課題を

解決する。 

◇ 教科書教材「一つの花」を読

み，登場人物の行動や心情の変

化から感動したところが伝わる

紹介カードを書く。 

＜紹介カードを書くために解決すべき課題＞ 

・ 場面の移り変わりによる登 

場人物の心情の理解 

・ 登場人物やエピソードに対 

する自己の考えの形成 

・ 物語の象徴的な言葉に対す 

る自己の考えの形成 

 

第

三

次 

○ 「パフォーマンスⅠ」＜戦争に 

ついての絵本から選択し，作品の 

感動したところを紹介する。＞ 

◇ 第二次での学習を想起し，選

択した絵本を読み，登場人物の

行動や心情の変化から感動した

ところが伝わる紹介カードを書

く。 

＜紹介カードを書くために解決すべき課題＞ 

・ 場面の移り変わりによる登 

場人物の心情の理解 

・ 登場人物やエピソードに対 

する自己の考えの形成 

・ 物語の象徴的な言葉に対す 

る自己の考えの形成 

 

実

生

活 

 

読

書

活

動 

 

＜「朝の読書タイム」で実施＞ 

○ 「パフォーマンスⅡ」＜「私の

宝本」を紹介する。＞ 

◇ 思い出に残る本や何度も読み

返した本などから選択し，友達

に紹介するために「私の宝本紹

介カード」を書く。 

＜紹介カードを書くために解決すべき課題＞ 

・ 場面の移り変わりによる登 

場人物の心情の理解 

・ 登場人物やエピソードに対 

する自己の考えの形成 

・ 物語の象徴的な言葉に対す 

る自己の考えの形成 

       

 

 

 

図10 「言語活動のルーブリック」を活用した本単元の単元構想 

「私の宝本」を決めて，感動

したところを友達にしょうかい

しよう。 

判断基準Ｂ  

ア 登場人物の行動や言葉などを場面と場

面を比べて考えることで自分なりの感想

の根拠を挙げている。 

イ 登場人物の行動や心情についての自分

なりの感じ方を表現している。 

ウ 根拠となる叙述を引用しながら説明し

ている。 

「読む力」 「読むこと」の指導事項 

ウ 文学的な文章の解釈に関する指導事項 

 ・ 場面の移り変わり  

・ 登場人物の心情の変化 

エ 自分の考えの形成に関する指導事項 

・ 心に残る文の引用 

 

 
★ 作品の感動したところを紹介する 

【ステップ１】 

物語の中での場面の変化や出来事の

変化が分かる。 

【ステップ２】 

登場人物の行動の変化について理解

できる。 

【ステップ３】 

登場人物の心情の変化を，行動の変

化を基に考えることができる。 

【ステップ４】 

物語の中の「特別な言葉（繰り返し

使われる言葉や題名に含まれる言葉）」

にどんな意味が込められているかを考

え，引用できる。 

見通し 

「物語の感動したところ 紹介ガイド」 

１ その物語の大きく場面が変わったと

ころをさがそう。どんな出来事があっ

たのかをたしかめよう。 

２ 登場人物の行動が変わったことをた

しかめよう。 

３ 登場人物の気持ちが変わったこと

を，行動の変化から理由を考えよう。 

４ その物語の中の「とくべつな言葉（く

り返し出てくる言葉や題名にふくまれ

ている言葉など）」は何かを考えて引用

しよう。それにどんな意味がこめられ

ているか考えよう。 
振り返り 

見通し 

振り返り 

「判断基準」を基にした 

「言語活動のルーブリック」 

第二次

での課題

解決の姿

を言語活

動の実現

の過程に

沿って尺

度化 



－ 12 － 

(4) 検証授業Ⅰの実際 

次 

「
読
む
力
」
を
習
得
す
る 

学習活動 指導の実際 

第

一

次 

○ 教師のブックトークを聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「一つの花」を通読して，時代

背景や登場人物，物語中のエピソ

ードなど物語の基本的な構成要素

について確認する。 

○ パフォーマンス課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 作品の紹介に向けての学習課題

について話し合う。 

  

 

 

 

 

 

○ 学習計画を立てる。 

 

○ 「子供と戦争」をテーマに選書し，ブッ

クトークを行った。１冊目に第３学年の

教科書教材である「ちいちゃんのかげお

くり」を取り上げ，３年時の学習を想起

させた。また，２，３冊目は教科書で紹

介されている関連図書，最後に本教材「一

つの花」を紹介し，範読につなげた。 

 

○ 登場人物，場面（時代）の設定，エピ

ソードの設定を確認し，物語のあらすじ

をおさえた。 

 

○ パフォーマンス課題を知らせる際に，

紹介カードのモデルを提示し，学習のイ

メージをもたせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 紹介カードを書くための読みの課題

（学習課題）について話し合わせた。 

 

 

 

 

 

 

○ 学習課題や単元の第三次での言語活動

を反映させて学習計画を立てた。 

第 

二 

次 

○ 教科書教材を通して学習課題を

解決する。 

◇ 教科書教材「一つの花」を読み， 

登場人物の行動や心情の変化から

感動したところが伝わる紹介カー

ドを書く。 

○ お父さんのゆみ子に対する思いを視点

に教材文を読み，会話や行動を手掛かり

にお父さんの心情を考えさせ，作品につ

いての感想をまとめさせた。 

 

「私の宝本」を決めて，感

動したところを友達にしょう

かいしよう。 

 

 
写真１ ブックトーク 

 

写真２ 紹介カードのモデル 

＜学習課題＞ 

・ ゆみ子のお父さんは，どんなことを思って汽車に乗って行ったのだろう 

か。（場面の移り変わりから，登場人物の心情を読み取ろう。） 

・ 登場人物についての自分の考えをまとめよう。 

・ 物語の中の「特別な言葉」とは何か考えよう。 
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第 

二 

次 

 ○ 場面の移り変わりから，お父さ 

んのゆみ子に対する心情を読み取 

る。 

 

・ ゆみ子をめちゃくちゃに高い 

高いするお父さんの心情につい 

て話し合う。 

 ・ 一つの花をゆみ子に渡すお父 

さんの心情について話し合う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「一つ（だけ）。」に込められた 

お父さんの心情について話し合

う。 

・ 解決した学習課題を「一つの花 

紹介カード」に反映させていく。 

○ 場面ごとの行動や会話から，お父さん

の心情についてワークシートに書かせ，

グループや全体で話し合い，最後は再度

ワークシートに自分の考えを書かせた。 

○ ゆみ子をめちゃくちゃに高い高いする

場面と，プラットホームで一つの花をゆ

み子に渡す場面を比較し，お父さんの心

情について話し合わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「一つだけ。一つだけのよろこびさ。

いや，よろこびなんて，一つだってもら

えないかもしれないんだね。」，「ゆみ。さ

あ，一つだけあげよう。一つだけのお花，

大事にするんだよう―。」という二つのお

父さんの会話文を取り上げ，「一つだけ」

に込められたお父さんの心情について話

し合わせ，「一つの花」が何を意味するか

について考えさせた。 

第 

三 

次 

○ 「パフォーマンスⅠ」＜戦争に

ついての絵本から選択し，作品の

感動したところを紹介する。＞ 

◇ 第二次での学習を想起し，選択

した絵本を読み，登場人物の行動

や心情の変化から感動したところ

が伝わる紹介カードを書く。 

 

○ 「ガイドシート」のステップを確かめ，

紹介カードを書く活動の見通しをもたせ

た。 

○ 選択した絵本の印象に残った場面はど

こか，その理由を登場人物の行動や心情

の変化から考えさせた（「ガイドシート」

ステップ１～３）。 

○ 題名や印象に残った言葉に着目させ，

なぜその題名が付いたのか，なぜ印象に

残ったのかを考えさせた（「ガイドシー

ト」ステップ４）。 

○ 「ガイドシート」を活用し，完成した

自分の紹介カードを振り返らせた。 

 

 
写真５ 「ガイドシート」の活用 

写真３ 話し合ったことを 

ボードに記入 写真４ ワークシートに考えを記入 

     



－ 14 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
読
む
力
」
の
高
ま
り
を
実
感
す
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 

三 

次 

 ○ 単元を振り返る。 

 

○ 友達と紹介カードを読み合って交流さ

せた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ この単元で「何ができるようになった

か。」，「何が分かったのか。」をワークシー

トで振り返らせた。 

○ 本単元の学習をこれからの読書生活に

つなげられるように，紹介カードを読ん

だ友達からの感想を振り返らせたり，友

達が紹介した本を読むように助言したり

した。 

実 

生 

活 

 

読 

書 

活 

動 

＜「朝の読書タイム」で実施＞ 

○ 「パフォーマンスⅡ」＜「私の

宝本」を紹介する。＞ 

◇ 思い出に残る本や何度も読み

返した本などから選択し，友達

に紹介するために「私の宝本」

紹介カードを書く。 

 

 

 

○ １学期に教材「一つの花」の学習で「ガ

イドシート」を活用したことを想起させ，

「ガイドシート」を活用し，「私の宝本」

紹介カードを書く活動の見通しをもたせ

た。 

○ 活動が停滞している児童には，最も感

動した場面がどこか，その理由は何かを

登場人物の行動や心情の変化から考えさ

せた（「ガイドシート」ステップ１～３）。

また，なぜその題名がつけられたのか理

由を考えさせた（ステップ４）。 

○ 「ガイドシート」で紹介カードが完成

するまでの過程を振り返らせた。 

＜振り返りの内容＞ 

・ この単元でできるように

なったことや分かったこと 

・ 読んでみたいと思った友

達のおすすめの本 

 

写真８ 紹介カードを書く児童 

 

写真６ 紹介カードを読み合って交流 

  

写真７ 単元を振り返った感想 

 

写真９ 「私の宝本」紹介カード 
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判断基準Ｂ 

ア 登場人物の行動や言葉などを場面と場面を比べて考えることで自分なりの感想の根 

拠を挙げている。 

イ 登場人物の行動や心情についての自分なりの感じ方を表現している。 

ウ 根拠となる叙述を引用しながら説明している。 

 

「言語活動のルーブリック」と言語活動を実現していく児童の学習の様子 

(5) 検証授業Ⅰにおける児童のパフォーマンス 

   ア 「パフォーマンスⅠ」における学習の状況 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ１】 

物語の中での場面の変化や出来事の変化が分かる。 

写真10 児童が書いたおすすめの本の 

   紹介カード 

 

【ステップ４】 

物語の中の特別な言葉（繰り返し使われる言葉や題名に含まれる言葉）にどんな意味が込められ

ているかを考え，引用できる。 

 

【ステップ３】 

 登場人物の心情の変化を，行動の変化を基に考えることができる。 

 

【ステップ２】 

 登場人物の行動の変化について理解できる。 

※ 「判断基準」のア～ウの下線は，「言

語活動のルーブリック」や児童が書い

た紹介カードの文の下線とそれぞれ対

応している。 

「お父さんの千羽鶴」（作者 ときた ひろし）を読み，戦争に出発する前の家の様子と特攻

機で攻撃しようとする時の様子を印象に残る場面として選んでいる。 

戦争に行くことになったことを家族に伝える場面と特攻機で攻撃しようとする場面について

取り上げて書いている。 

「家族から贈られた千羽鶴に話しかけることで，家族への思いを伝えようとしている。」と考

え，心に残った文として書いている。 

本の題名が「お父さんの千羽鶴」であり，家族から戦争に行く前に贈られたものであること

から，「千羽鶴」を特別な言葉と捉え，引用している。 

 

【
児
童
の
表
現
〈
お
す
す
め
の
本
の
紹
介
カ
ー
ド
〉】 

と
も
え
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
、
お
父
さ
ん
が
、 

「
必
ず
帰
る
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」 

と
言
っ
た
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
戦
争
に
行
く
お
父
さ
ん
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

う
強
さ
が
あ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、
飛
行
機
の
中
で
、 

「
千
羽
の
つ
る
た
ち
よ
、
聞
い
て
く
れ
。
も
う
日
本
に
は
、
武

器
も
鉄
も
燃
料
も
な
い
ん
だ
。
積
ん
で
い
く
ば
く
だ
ん
も
こ

れ
で
最
後
だ
。
ち
ょ
っ
と
重
た
い
け
れ
ど
も
、
い
ち
ば
ん
で

か
い
敵
艦
の
ど
て
っ
ぱ
ら
に
た
ど
り
着
く
ま
で
力
を
貸
し
て

く
れ
よ
。」 

と
い
う
お
父
さ
ん
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 

わ
た
し
は
、
お
父
さ
ん
の
家
族
に
対
す
る
思
い
が
千
羽
鶴
に 

な
っ
て
、
家
族
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
感
動
し 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 〈
一
部
、
誤
字
や
表
現
を
直
し
て
い
る
〉 
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判断基準Ｂ 

ア 登場人物の行動や言葉などを場面と場面を比べて考えることで自分なりの感想の根 

拠を挙げている。 

イ 登場人物の行動や心情についての自分なりの感じ方を表現している。 

ウ 根拠となる叙述を引用しながら説明している。 

 

「言語活動のルーブリック」と言語活動を実現していく児童の学習の様子 

イ 「パフォーマンスⅡ」における学習の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真11「私の宝本」紹介カード 

【児童の表現 

＜「私の宝本」紹介カード＞】 

でんでんむしが，自分のせなかのか

らの中にかなしみがいっぱいつまっ

ていることに気がついて，友達のでん

でんむしに言ったら，友達のでんでん

むしは「わたしのせなかにもかなしみ

はいっぱいです。」と言ったから，で

んでんむしがかなしみをこらえてな

げくのをやめたところがおすすめで

す。 

※ 「判断基準」のア～ウの下線は，「言語

活動のルーブリック」や児童が書いた紹

介カードの文の下線とそれぞれ対応して

いる。 

【ステップ１】 

物語の中での場面の変化や出来事の変化が分かる。 

【ステップ４】 

物語の中の特別な言葉（繰り返し使われる言葉や題名に含まれる言葉）にどんな意味が込められ

ているかを考え，引用できる。 

 

【ステップ３】 

 登場人物の心情の変化を，行動の変化を基に考えることができる。 

 

【ステップ２】 

 登場人物の行動の変化について理解できる。 

「でんでんむしのかなしみ」（作者 新美 南吉）を読み，自分の背中のからについて考える

場面と友達のでんでんむしを尋ねる場面を選んでいる。 

 

 自分のからには悲しみがたくさん詰まっていると考え，友達のかたつむりに「わたしのせなか

には，かなしみがいっぱいです。」と話すところを取り上げて書いている。 

初めは「自分のせなかのからの中にかなしみがいっぱいつまっている。」と嘆いていたでんで

んむしが，何人もの友達のでんでんむしに話すうちに「誰もが悲しみをもっているものなのだ。」

と気付いたことに共感している。 

 「わたしのせなかにもかなしみはいっぱいです。」を引用し，「悲しみは誰でももっているもの

だ。」という物語の結末に共感して，この作品をすすめている。 
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(6)  検証授業Ⅰの成果と課題 

   ア 成果 

(ｱ)  単元の第三次の「パフォーマンスⅠ」において，本単元の「ガイドシート」を活用した。

児童は，「ガイドシート」を活用することにより，場面の移り変わりに着目して読むことや

印象に残った文や言葉を引用することなどを確かめて，絵本を読み返したり，紹介カード

に書いたりすることができた。また，完成したカードを読み返す際にも「ガイドシート」

を見て，「印象に残った言葉を引用するときは，自分の考えも書くんだった。」と気付いて

修正する児童の様子が見られた。児童がパフォーマンスの見通しをもったり，言語活動の

過程を振り返ったりするのに，「言語活動のルーブリック」を活用するのは有効であること

が検証できた。 

さらに，単元の振り返りでは「心に残った文や言葉に理由をつけて紹介できた。」，「登場

人物の人柄について紹介すればいいと分かった。」などの感想を書く児童もおり，「読むこ

と」の学習で自己の高まりを自覚する児童の姿

が見られた。 

(ｲ) 授業前後の休み時間に関連図書や友達が紹介

カードですすめていた本を読む姿が見られた。

この単元で身に付けた「読む力」を読書に生か

す児童の姿が見られ，学習したことを価値付け

る様子がうかがえた（写真12）。 

   イ 課題 

(ｱ)  毎年11月に実施している校内読書月間に関連した活動を「パフォーマンスⅡ」として設

定したため，第三次における「パフォーマンスⅠ」までが６月実施，実生活（読書活動）

における「パフォーマンスⅡ」が10月実施と間が空いた。「パフォーマンスＩ」と「パフォー

マンスⅡ」のつながりを児童自らが意識できるような指導計画の工夫（他教科等との関連）

が必要である。 

(ｲ)  第三次における「パフォーマンスⅠ」の後に，

友達の「おすすめの本紹介カード」を読んだ感

想を書かせたところ，写真13のように「感想が

『よく』書けていた。」という表現が見られた。

何がよく書けているのかが明確でない。この他

にも「字が丁寧で読みやすかった。」，「絵が上手だった。」などの感想を挙げる児童もおり，

「読む力」の高まりを実感できていると言えない児童がまだ多いと感じた。「言語活動の

ルーブリック」を作成するに当たって，言語活動の実現に向けて解決するべき課題は何か，

学習過程に沿って意識的に振り返ることができるようになっているかを見直し，活用のさ

せ方や指示についての工夫が必要である。 

(ｳ) 児童が意欲的にパフォーマンスに取り組めるように，課題の設定の工夫や関連図書の精

選が必要である。 

  (7) 検証授業Ⅰの課題を踏まえた指導法の改善 

   ア 単元構成について 

児童自らが「読む力」の高まりを実感できるように，第三次での「パフォーマンスＩ」と

実生活での「パフォーマンスⅡ」のつながりが意識できるような単元構成をする。そのため

に，他教科等の指導計画と照らし合わせて「読むこと」の単元の実施時期を調整する。 

 

 

写真13 友達の紹介カードを読んだ感想 

写真12 休み時間に関連図書を読む児童 
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   イ 「言語活動のルーブリック」の作成，活用について 

 どのような言語活動を位置付けるか，言語活動の実現に向けて解決すべき課題は何かを児

童自身が認識できるように，「言語活動のルーブリック」を作成し，活用させる。 

   ウ パフォーマンス課題について 

     児童が意欲的に取り組み，「読む力」の高まりが実感できるような課題を設定する。 

 

６ 検証授業Ⅱの実施と考察 

  (1) 検証授業Ⅱの概要 

 

 

 

 

 

  (2) 検証授業Ⅱのねらい 

 

 

 

   ※ 実生活とのつながりを意識した単元構成にするため，１月実施予定だった本単元を10月に

変更し，検証授業を行った（９ページ参照）。 

(3) 検証授業Ⅱの単元構想 

ア 単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 評価規準の設定 

「読むこと」の指導事項と「感想の中心に沿って要約する」言語活動を関連付けて評価規

準を設定する。 

 

 

 

   ウ 「判断の要素」，「判断基準」の設定 

     評価規準に基づき，児童の要約文を評価する際の言語表現の要素である「判断の要素」を 

    設定する。 

     

 

 

 

 

単元名（教材名）きょうみをもったところを中心に，しょうかいしよう 

（「ウナギのなぞを追って」国語４年下） 

実施学年    出水市立西出水小学校 第４学年 １組37人 ２組36人 ３組36人 

実施時期    平成28年10月17日～11月１日  

「パフォーマンスⅡ」（社会科）は11月中旬に実施 

言語活動の実現を通して，自己の「読む力」の高まりを実感させるための単元構想の工夫

と「言語活動のルーブリック」の活用の有効性について検証する。 

(ｱ) ウナギの産卵場所を見つけるまでの調査過程に興味をもって読み，進んで生き物の 

なぞについて書かれた本を読もうとしている。  【国語に対する関心・意欲・態度】 

(ｲ) 興味をもったところ，感心したところを中心に，段落相互の関係や事実と考察の関 

係を考えて読むことができる。                 【読むこと(1)イ】 

(ｳ) 興味をもったところ，感心したところを中心に，大事な言葉や文を捉えて文章を要 

約することができる。                       【読むこと(1)エ】 

(ｴ) 言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くことができる。 

                                       【言語についての知識・理解・技能】 

文章を読み，興味をもったところや感心したところを紹介するという目的に応じ，中心

となる語や文を捉え，段落相互の関係を考えて文章を要約している。 

「判断の要素」 

ア 感想の中心 

イ 感想の中心に沿った情報の取り出し 

ウ 条件に沿った記述 
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図 11 本単元の「言語活動のルーブリック」 

     「判断の要素」を基に，「おおむね満足できる状況（Ｂ状況）」を判断基準Ｂとして設定す  

る。 

 

 

 

 

 

 

   エ 「言語活動のルーブリック」の設定 

     本単元の第二次において解決すべき課題と判断基準Ｂから「言語活動のルーブリック」を

設定した（図11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判断基準Ｂ 

ア 最も興味をもったところや紹介したいところ（感想の中心）についての記述がある。 

イ 感想の中心に沿って大事なところを書き出し，整理している。 

ウ 元の構成や表現を生かしたり自分の言葉に言い換えたりして，条件に沿った記述をし 

ている。 

 

 

要約する目

的の明確化 

要 約 す る

目的に沿っ

た要点の取

り出し，整理 

条件に沿っ

た要約文の文

章化 

《単元の第二次で 

  解決すべき課題》 
 

「
感
想
の
中
心
に
沿
っ
て
要
約
し
て
紹
介
す
る
」
言
語
活
動
の
実
現
に
向
け
て
の
課
題
解
決 

【ステップ１】 

要約する目的を明確にすること

ができる。 

【ステップ２】 

目的に対するキーワードやキー

センテンスを書き出すことができ

る。 

【ステップ３】 

取り出した要点を表や図などに

整理することができる。 

【ステップ４】 

整理した要点を基にして，元の

文章の構成や表現を生かしたり 

自分の言葉に言い換えたりしなが

ら，条件に沿って文章化できる。 

《「判断基準」を基にした 

「言語活動のルーブリック」》 
 

 

パフォーマンス 

ア 最も興味をもったと

ころや紹介したいとこ

ろ（感想の中心）につ

いての記述がある。 

イ 感想の中心に沿って

大事なところを書き出

し，整理している。 

ウ 元の構成や表現を生

かしたり自分の言葉に

言い換えたりして，条

件に沿った記述をして

いる。 

《判断基準Ｂ》 
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図 12 「ガイドシート」（「要約しようガイド」） 

また，「言語活動のルーブリック」を反映させた「ガイドシード」を児童に配布し，活用で

きるようにした。本単元の「要約しようガイド」を図12に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 「言語活動のルーブリック」を活用した単元構想 

 本単元「きょうみをもったところを中心に，しょうかいしよう」の「言語活動のルーブリッ

ク」を活用した単元構想は次のようになる（図13）。 

 

【ステップ２】 

目的に対する

キーワードや

キーセンテンス

を書き出すこと

ができる。 

【「言語活動の

ルーブリック」】 

【ステップ４】 

整理した要点

を基にして，元の

文章の構成や表

現を生かしたり

自分の言葉に言

い換えたりしな

がら，条件に沿っ

て文章化できる。 

【ステップ３】 

取り出した要

点を表や図など

に整理すること

ができる。 

【ステップ１】 

要約する目的

を明確にするこ

とができる。 
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「
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す
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「
読
む
力
」
の
高
ま
り
を
実
感
す
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次  主な学習活動 「読む力」，「判断基準」，「言語活動のルーブリック」 

第 

一 

次 

○ ブックトークを聞く。 

○ パフォーマンス課題を知る。 

○ 言語活動の実現に向けての学習課題

を話し合う。 

○ 学習計画を立てる。 

 

第 

二 

次 

○ 教科書教材を通して学習課題を解決

する。 

◇ 教科書教材「ウナギのなぞを追っ

て」を読み，興味をもったところを

要約し，紹介文を書く。 

＜紹介文を書くために解決すべき課題＞ 

・ 要約する目的の明確化 

・ 要約する目的に沿った要点の 

 取り出し，整理 

 ・ 条件に沿った文章化 

第 

三 

次 

○ 「パフォーマンスⅠ」＜教科書教 

材に関連した本から選択し，要約し 

て紹介する。＞ 

◇ 第二次での学習を想起し，選択し

た本を読み，「動物のなぞ」につい

て要約し，紹介文を書く。 

＜紹介文を書くために解決すべき課題＞ 

・ 要約する目的の明確化 

・ 要約する目的に沿った要点の 

 取り出し，整理 

・ 条件に沿った文章化 

実 

生 

活 

 

社 

会 

科 

＜社会科小単元「きょう土のはってんに

つくす」で実施＞ 

○ 「パフォーマンスⅡ」＜郷土の先人

の功績について，資料を要約してレ

ポートにまとめる。＞ 

◇ 社会科資料集の「開発とくらし」

の部分を読み，郷土の先人の功績に

ついて調べたことを要約し，レポー

トにまとめる。 

＜レポートにまとめるために解決すべき課題＞ 

・ 調べる観点の明確化 

・ 観点に沿った要点の整理 

・ 条件に沿った文章化 

       

 

 

 

図 13 第４学年国語科「きょうみをもったところを中心にしょうかいしよう」の単元構想 

本や話の最もきょうみをもった

ところや感心したところを友達に

しょうかいしよう。 

「読む力」 「読むこと」の指導事項 

イ 説明的な文章の解釈に関する指導事項 

 ・ 段落相互の関係 

 ・ 事実と意見の関係 

エ 自分の考えの形成に関する指導事項 

 ・ 文章の要約 

判断基準Ｂ 

ア 最も興味をもったところや紹介したい 

ところ（感想の中心）についての記述が 

ある。 

イ 感想の中心に沿って大事なところを書 

き出し，整理している。 

ウ 元の構成や表現を生かしたり自分の言 

葉に言い換えたりして，条件に沿った記 

述をしている。 

 
 

 
★ 要約する 
【ステップ１】 

要約する目的を明確にすることが 

できる。 

【ステップ２】 

目的に対するキーワードやキーセ 

ンテンスを書き出すことができる。 

【ステップ３】 

取り出した要点を表や図などに整 

理することができる。 

【ステップ４】 

整理した要点を基にして，元の文 

章の構成や表現を生かしたり自分の 

言葉に言い換えたりしながら，条件 

に沿って文章化できる。 

 

「判断基準」を基にした 

「言語活動のルーブリック」 

第二次

での課題

解決の姿

を言語活

動の実現

の過程に

沿って尺

度化 

振り返り 

見通し 

「要約しようガイド」 

１ 読んだ本や話の中から最もきょう

みをもったところやしょうかいした

いところ（感想の中心）を決めよう。 

２ 感想の中心から読む観点を決め，

その観点に沿って，大事な言葉や文

をさがして書き出そう。 

３ 書き出した大事な言葉や文を分か

りやすく整理しよう。 

４ 整理したものをもとにしてコース

を選んで，条件に合わせて文にしよ

う。 

振り返り 

見通し 
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(4) 検証授業Ⅱの実際 

次 

 

学習活動 指導の実際 

第 

一 

次 

○ 教師のブックトークを聞く。 

 

 

 

 

○ パフォーマンス課題を知る。 

○ 教科書教材「ウナギのなぞを追っ

て」を読み，感想を書く。 

 

 

○ 作品を紹介するための学習課題を

話し合う。 

 

 

 

 

○ 学習計画を立てる。 

○ 教科書に関連図書として紹介されて

いる動物についての絵本４冊と教科書

教材「ウナギのなぞを追って」でブッ

クトークを進め，児童の興味・関心を

高めさせた。 

○ 「検証授業Ⅰ」でのパフォーマンス

を想起させ，学習のイメージをもたせ

た。 

 

○ 「感想の中心」という言葉をおさえ，

パフォーマンス課題にある「最も興味

をもったところや感心したところ」を

感想として挙げさせた。 

○ 教科書で「要約する」という言葉と

その意味をおさえた。 

 

 

 

 

○ 学習課題や単元の第三次での言語活

動を反映させて学習計画を立てた。 

第 

二 

次 

○ パフォーマンスに向けた課題の解

決をする。 

 ◇ 教科書教材「ウナギのなぞを

追って」を読み，興味をもったと

ころを要約し，紹介文を書く。 

・ 何について要約するのかを選び，

目的を明確にして読む。 

 

 

 

・ 要約する目的に沿って，大事な

文や言葉（要点）を取り出し，整

理する。 

 

 

・ 元の文章の構成や表現を生かす

か，自分の言葉に言い換えるかを

選んで，600字以内で要約する。 

 

 

 

 

 

 

○ 第一次で書いた児童の感想の中心か

ら，読みの観点を「ウナギの成長」，「レ

プトセファルスの旅」，「筆者の努力」

の３つにまとめ，要約する目的を選択

させた。 

○ 「時」や「場所」，「ウナギのたまご

の大きさ」などの観点を具体的に挙げ

て，要点を取り出させた。また，年表

に表す，箇条書きにするなどの方法か

ら整理する方法を選択させた。 

○ 第３学年教材「ありの行列」の元の

構成や表現を生かした要約文と，元の

構成や表現を変えた要約文とをモデル

文として準備し，どちらの書き方で要

約するかを選択させた。 

本や話の最もきょうみをもったとこ

ろや感心したところを友達にしょうか

いするには，どうすればよいだろうか。 

＜学習課題＞ 

・ 「ウナギのなぞを追って」の何をしょうかいするか決めて読もう。 

・ 話を要約するのに大事な文や言葉を探そう。 

・ 本や話の内容を要約してしょうかい文にしよう。 
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「
読
む
力
」
の
高
ま
り
を
実
感
す
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第 

三 

次 

 
 

○ 「パフォーマンスⅠ」＜教科書教

材に関連した本から選択し，要約し 

て紹介する。＞ 

◇ 第二次での学習を想起し，選択

した本を読み，「動物のなぞ」につ

いて要約し，紹介文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 単元の学習を振り返る。 

 

○ 第二次で取り組んだ「ウナギのなぞ

を追って」の紹介文を書く過程を児童

に想起させ，「言語活動のルーブリッ

ク」を設定した。 

○ 「ガイドシート」で，紹介文を書く

見通しをもたせた。 

○ 活動が停滞している児童には，「ガイ

ドシート」を示し，「何に興味をもった

か」，「何を紹介しようと思ったか。」な

どと具体的に助言をした（ステップ１，

２）。 

○ 第二次と同じく，600字以内で要約さ

せた。 

○ 完成した紹介文の過程を「要約しよ

うガイド」で確かめさせた。 

○ 自己の高まりや「読むこと」の学習

の価値付けについて感想を書かせた。 

 

 

 

実 

生 

活 

 

社 

会 

科 

 

＜社会科小単元「きょう土のはってん

につくす」で実施＞ 

○ 「パフォーマンスⅡ」＜郷土の先

人の功績について，資料を要約して

レポートにまとめる。＞ 

◇ 社会科資料集の「開発とくらし」

の部分を読み，郷土の先人の功績

について調べたことを要約し，レ

ポートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 野井倉台地の開発や野井倉甚兵衛の

功績について資料を読み，レポートに

まとめる観点を出させた。 

 

 

 

 

 

○ 「国語で学習した『要約しようガイ

ド』が使える。」という一人の児童の気

付きが広がり，「ガイドシート」を貼付

した国語の教科書を取り出して，要約

する過程を確認していた。 

○ レポートが書き終わった児童同士で

読み合い，まとめる観点が違うとレ

ポートの文章が違ったものになること

を確かめさせた。 

＜振り返りの内容＞ 

・ この単元の学習で分かったこと

やできるようになったこと 

・ 学んだことはどんな学習場面に

活用できそうか 

写真 15 「ガイドシート」を活用 

しながら要約している児童 

 

 

写真 14 振り返りワークシート 

＜レポートにまとめる観点＞ 

・ どのようにして水を引いたのか。 

・ どのようにして工事を進めていった 

のか。 

・ 甚兵衛がどんなことをしたのか。 

・ なぜ，水を引こうとしたのか。 
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(5) 検証授業Ⅱにおける児童のパフォーマンス 

   ア 「パフォーマンスⅠ」における学習の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の表現＜動物のなぞについての紹介文＞】          

※ 原文は縦書き 

「モグラのもんだい もぐらのもんく」は，トンネルの

ほり方がくわしく書いてあるお話です。 

 モグラは，どうやってトンネルをほっているのでしょう

か。 

 まず，つきでた鼻で土の様子をたしかめます。 

 つぎに，前足でからだが入るだけのあなをあけます。 

 そして，しっかり土を上下左右におしつけ，かべをかた

めます。 

 そうして，のこりの土を後ろにおくって，トンネルをの

ばしていきます。 

 ひきつづき，うしろへおくったよぶんな土がかたまると，

ところどころ上にのびたトンネルを使って地上におし出し

ます。 

 モグラは，１メートルほるのに20～30分かかります。 

 人間がつかう最新のトンネルをほる機械でも１メートル

１，２時間ほどかかるのに，モグラはすごくほるスピード

がはやいです。 

 わたしは，このお話を読んで，モグラのトンネルのこと

をたくさん知り，もっとモグラにきょうみがわきました。 

写真 16 「パフォーマンスⅠ」 

児童の紹介文 

判断基準Ｂ 

ア 最も興味をもったところや紹介したいところ（感想の中心）についての記述がある。 

イ 感想の中心に沿って大事なところを書き出し，整理している。 

ウ 元の構成や表現を生かしたり自分の言葉に言い換えたりして，条件に沿った記述をし

ている。 
 

「言語活動のルーブリック」と言語活動を実現していく児童の学習の様子 

【ステップ１】  

要約する目的を明確にすることができる。 

  

 

【ステップ２】  

目的に対するキーワードやキーセンテンスを書き出すことができる。 

【ステップ４】  

整理した要点を基にして，元の文章の構成や表現を生かしたり自分の言葉に言い換えたりしなが

ら，条件に沿って文章化できる。 
 

【ステップ３】 

 取り出した要点を表や図などに整理することができる。 

※ 「判断基準」のア～ウの下線は，

「言語活動のルーブリック」や児童

が書いた紹介文の下線とそれぞれ

対応している。 

「モグラのもんだい モグラのもんく」（筆者 かこ さとし）を読み，モグラは人間が機械

を使うよりも土をほるスピードがはやいと知っておどろいたことから，「モグラのトンネルのほ

り方」を視点に設定した。 

「トンネルのほり方」を観点にして読み，モグラの動きを表す言葉や文に着目して，要点をま

とめた。 

ワークシートに書き出した言葉や文を整理したり，図や絵に書き込んだりした。 

まとめた要点を基に，元の文章の構成を生かして，600 字以内という条件に沿って記述した。 
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イ 「パフォーマンスⅡ」における学習の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の表現＜郷土の先人の功績について 

まとめたレポート＞】 

わたしは，野井倉じんべえさんがどのようにして

水を引いたのかを調べました。 

野井倉じんべえさんは，村の人々たちと協力して

13㎞も上流の牛が迫というところから水を引くこ

とにしました。そこから長い用水路を野井倉台地ま

でつくることにしたのです。 

水を引く工事には，今の工事に使われている機械

はなくて，つるはしやくわなどの道具でほった土や

石を，もっこに入れて運ぶしかありませんでした。

用水路を引くためには，かたい岩をくりぬいて長い

トンネルを何本もほらなければなりませんでした。 

村の人々だけでは開田が進められないと考えた

じんべえさんは，野井倉耕地整理組合をつくり，国

や県に対して力をかしてくれるよう強くお願いし

ました。 

わたしは，じんべえさんが水を引く工事で機械も

ないのに60年間もあきらめずに水田520㏊，畑100

㏊の農地をつくったところに感心しました。 

判断基準Ｂ 

ア 最も興味をもったところや紹介したいところ（感想の中心）についての記述がある。 

イ 感想の中心に沿って大事なところを書き出し，整理している。 

ウ 元の構成や表現を生かしたり自分の言葉に言い換えたりして，条件に沿った記述をし

ている。 
 

「言語活動のルーブリック」と言語活動を実現していく児童の学習の様子 

写真 17 要点を書き出した児童のノート 

【ステップ１】  

要約する目的を明確にすることができる。 

 

【ステップ２】  

目的に対するキーワードやキーセンテンスを書き出すことができる。 

 

【ステップ４】  

整理した要点を基にして，元の文章の構成や表現を生かしたり自分の言葉に言い換えたりしなが

ら，条件に沿って文章化できる。 
 

【ステップ３】 

 取り出した要点を表や図などに整理することができる。 

 

※ 「判断基準」のア～ウの下線は，「言語

活動のルーブリック」や児童が書いた紹介

文の下線とそれぞれ対応している。 

 

社会科資料集の「開発とくらし」の部分を読み，野井倉甚兵衛が何十年もかけて台地に水を引

いたのがすごいと考えたことから，野井倉甚兵衛が水を引くためにどんな努力をしたのかをまと

めようと考えた。 

 「野井倉甚兵衛の功績」を観点にして読み，「用水を引く」の項目の文章や年表等に着目して，

要点をまとめた。 

キーワードやキーセンテンスを〇で囲んだり，線を引いたりしながら，要点をまとめて整理し

た。 

 

まとめた要点を基に，元の文章の構成を生かして，400 字程度という条件に沿って記述した。 
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  (6) 検証授業Ⅱの成果と課題 

   ア 成果 

 (ｱ) 「パフォーマンスⅠ」までを振り

返って書いた児童の感想の中に，「感

想の中心を問いの形にして，それに

対する答えになるところを見つけて

書き出せば，大事な言葉や文が分か

る。」，「同じ本を要約しても，感想の

中心によって友達とは全然違うとこ

ろもあれば似ているところもあると

分かった。」というものが見られた。

全体の77％の児童が「要約すること」

や「要約して紹介すること」という

学習を通しての気付きや自己の変容

について書いており，「言語活動の

ルーブリック」を活用したことによ

り，多くの児童が，自己の「読む力」

の高まりを実感することができたと

考えられる（写真18）。 

(ｲ) 社会科の学習で，資料を要約する

学習場面を「パフォーマンスⅡ」と

して位置付け，国語科での学習成果

が発揮できるかを検証した。調べ学

習の社会科資料集を要約する場面で，

「『要約しようガイド』を使ってまとめよう。」という一人の児童の気付きが広がり，国語

科の学習成果を発揮しながら資料をまとめる児童の姿が見られた(写真19)。このことは，

児童自らが「読むこと」の学習を価値付けできたことによるものと考えられる。 

   イ 課題 

(ｱ) 本単元で活用した「ガイドシート」のステップ２である「感想の中心から読む観点を決

め，その観点にそって大事な言葉や文をさがして書き出そう。」において，感想の中心を書

くことができても，読む観点を明確にすることができない児童の姿が見られた。第二次で

の学習を想起させたり「ガイドシート」を示しながら「この本のどんなところに興味をもっ

たか。」，「何を紹介しようと思ったか。」などを助言したりして，言語活動の実現の見通し

をもたせた。 

    (ｲ) 「要約する」という本単元で身に付けた「読む力」を実生活の言語活動で発揮できるこ

とを継続的に見取れるように，本単元のワークシートや「パフォーマンスⅠ」で書いた紹

介文，「ガイドシート」等をまとめておき，活用していくことの必要性を感じた。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

(1) 児童は，「言語活動のルーブリック（「ガイドシート」）」を活用して，言語活動の実現の見通

しをもったり，言語活動の実現までの過程を振り返ったりすることで，自己の「読む力」の高

まりを実感することができた。 

写真18 授業を通しての児童の感想 

  

 

写真 19 社会科で活用した「ガイドシート」 

 国語の教科書に

貼付した「ガイド

シート」。 
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図 14 研究主題に関わる意識調査 検証授業前後での比較 

(2) 国語科で身に付けた「読む力」を，実生活の言語活動において具体的にどのように活用でき

るかについて実感させることができた。「国語科で学習した要約する時のステップを社会科の学

習でも使うことができた。」と他教科において「読むこと」の学習を価値付ける児童の姿が見ら

れた。 

(3) 検証授業Ⅰの前(６月)と検証授業

Ⅱの後(11月)に意識調査を実施した

（図14）。「国語の授業で学習したこ

とを他教科等に生かしているか。」の

問いに対して，「当てはまる」，「どち

らかと言えば，当てはまる」と肯定

的に回答した児童の割合の合計が６

月は23.9％だったのに対し，11月は

92.0％になった。また，「国語の授業

で学習したことは，将来，社会に出

たときに役に立つか。」の問いに対し

ても，肯定的に回答した児童の割合

の合計が６月は78.1％だったのに対

し，11月は85.6％となった。意識調

査の結果からも，「読むこと」の学習

を価値付けられたことをうかがうこ

とができた。 

２ 今後の課題 

(1) 国語科の「読むこと」の授業を実

施する際に， 「これまでに何を学ん

できたか」，「何が十分に身に付いていないのか」等の児童の実態を更に細やかに把握し，「読む

こと」の指導事項の系統性を意識してパフォーマンス課題を設定したい。 

(2) 実生活における言語活動と，国語科の学習で設定する言語活動との関連を明確にしておき，

単元構想の工夫をしていきたい。 

(3) 児童自らが「読む力」の高まりを実感できるように，「判断基準」を基にした「言語活用のルー

ブリック」の活用や長期的に児童の変容を見取るための評価についての研究を今後も進めてい

きたい。 

 

６月

１１月

国語の授業で学習したことを他教科等に

生かしているか。

当てはまる どちらかと言えば，当てはまる

どちらかと言えば，当てはまらない 当てはまらない

６月

１１月

国語の授業で学習したことは，

将来，社会に出たときに役に立つか。

当てはまる どちらかと言えば，当てはまる

どちらかと言えば，当てはまらない 当てはまらない

4.0％ 

4.0％ 

6.7％ 

31.4％ 

92.0％ 

85.6％ 

78.1％ 
7.6％ 

14.3％ 9.6％ 

国語科の授業で学習したことを他教科や学校生活に生かしているか。 

14.3％ 

46.2％ 39.4％ 10.6％ 

3.8％ 

28.7％ 63.3％ 

69.4％ 

46.7％ 

国語科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つか。 

23.9％ 



＜引用文献＞ 

1)  鹿児島県総合教育センター『研究紀要第119号 学習内容の関連を 

踏まえた思考力・判断力・表現力の 

育成に関する研究』 平成26年 

2)  中央教育審議会答申                         平成28年  

3)  中央教育審議会答申（補足資料）                   平成28年  

＜参考文献＞ 

 ○ 文部科学省      『小学校学習指導要領』           平成20年 東洋館出版社 

 ○ 文部科学省      『小学校学習指導要領 国語編』       平成20年 東洋館出版社 

○ 国立教育政策研究所  『評価規準の作成，評価方法等の 

教育課程研究センター 工夫改善のための参考資料（小学校国語）』 平成23年 

 ○ 国立教育政策研究所  『平成25年度全国学力・学習状況調査 

解説資料』 平成25年 

 ○ 国立教育政策研究所 『平成26年度全国学力・学習状況調査 

解説資料』 平成26年 

 ○ 国立教育政策研究所 『平成27年度全国学力・学習状況調査 

解説資料』 平成27年 

○ 国立教育政策研究所 『平成28年度全国学力・学習状況調査 

解説資料』 平成28年 

 ○ 鹿児島県教育委員会 『平成25年度鹿児島学習定着度調査 

結果の概要』 平成26年 

 ○ 鹿児島県教育委員会 『平成26年度鹿児島学習定着度調査 

結果の概要』 平成27年 

 ○ 鹿児島県教育委員会 『平成27年度鹿児島学習定着度調査 

結果の概要』 平成28年 

  ○ 松下佳代      『パフォーマンス評価 

              －子どもの思考と表現を評価する－』   2007年  日本標準 

○ 田中耕治      『新しい「評価のあり方」を拓く 

   －「目標に準拠した評価」のこれまでと 

これから－』 2010年  日本標準 

○ 田中耕治      『パフォーマンス評価で授業改革 

香川大学教育学部   －子どもが自ら学ぶ授業づくり       

附属高松小学校                ７つの秘訣－』 2013年  学事出版 

 ○ 白石範孝      『国語授業を変える「用語」』        2013年  文渓堂 

       

○ 石井英真      『今求められている学力と学びとは 

              －コンピテンシー・ベースの 

カリキュラムの光と影－』 2015年  日本標準 

 ○ 西岡加名恵     『アクティブ・ラーニングをどう充実させるか 

資質・能力を育てるパフォーマンス評価』 2016年  明治図書 

 

 

 



長期研修者［ 浦﨑 なるみ ］ 

担 当 所 員［ 宮脇  一郎 ］ 

 

【研究の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当所員の所見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究は，国語科の「読むこと」の学習において，児

童自らが「読む力」の高まりを実感できる国語科学習の

在り方として，単元にパフォーマンスを位置付けた単元

構想の工夫と「判断基準」を基にした「言語活動のルー

ブリック」の活用を提案し，授業実践したものである。 

 具体的には，「読むこと」の単元学習において，第二次

の教材文の読みを通して身に付けた力を評価する「判断

基準」を基に設定した「言語活動のルーブリック」を活

用し，児童自らが単元の第三次や実生活の言語活動を通

して自己の「読む力」を自覚することができる単元構想

や評価の工夫の有効性を授業実践を通して検証した。 

その結果，「言語活動のルーブリック」を活用すること

で，児童が言語活動を実現するための見通しや活動の振

り返りの中で，自己の「読む力」を自覚したり，価値付

けしたりする姿が見られ，単元構想や評価の工夫の有効

性を明らかにすることができた。 

本研究は，実生活の様々な言語活動において発揮され

る国語の能力の育成を見据えた国語科指導の在り方を追

究したものである。 

 本研究の特色は，「読むこと」の指導において，実生活

（他教科等の学習場面で展開される言語活動）とのつな

がりを意識したパフォーマンスを位置付けた単元構想の

工夫やパフォーマンスを評価する基準となる「言語活動

のルーブリック」を設定し，それを活用した言語活動の

見通しや振り返り活動の充実を通して，学習のメタ認知

を促そうとした点にある。 

 「何を学ぶか」というコンテンツ・ベースの学力観か

ら「何ができるようになるか」というコンピテンシー・

ベースの学力観に変換する新学習指導要領が間もなく告

示されようとしている。学習したことを児童自らが自覚

し，価値付けできるような授業の在り方を追究した本研

究は時宜を得たものであると言える。 

 今後更に実社会とのつながりを意識した単元構想の工

夫や資質・能力を見取る評価の在り方について研究を深

め，実生活に生きて働く国語の能力の育成に向かう学習

指導が充実することを期待する。 

 


